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地域の気候変動とその影響を知ることが⼤切
• 気候変動は地域毎に特徴がある

• 影響は地域毎に違う

（第 1 章 異常気象と気候変動の実態） 
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一方、異常多照の出現数について季節別に見る

と、春に多く 171 件、続いて秋と冬がそれぞれ 95
件、84 件で、夏は 23 件と少なかった。2005 年春

の日照時間は、移動性高気圧に覆われ晴れる日が

多かった東日本太平洋側と西日本でかなり多く、

全国の 19 地点で当時の最大記録を更新した。ま

た、2013 年春は高気圧に覆われることが多く、日

照時間は、東・西日本でかなり多く、36 地点で当

時の最大記録を更新した。 
 

4）台風の発生・上陸・接近（図1.3.15 参照） 

「2008年は台風の上陸なし」 

台風の発生数（平年は 25.6 個）は 1990 年代後

半から平年（1981～2010 年の平均値）を下回る

ことが多くなっており、2005～2012 年は平年を

下回った。特に、2010 年は 14 個で、1951 年以

降で最も少なかった。一方、2013 年は 31 個で

1994 年以来の 30 個超えとなった。上陸数（平年

は 2.7 個）は、2000 年以来の 0 個となった 2008
年を除くと 1～3 個となり、極端に多いあるいは

少ない年は無かった。2008 年に台風の日本への上

陸が無かったのは、台風の発生数が少なかったこ

と（22 個）と、高気圧が平年より日本の南や西に

張り出したことが要因としてあげられる。日本へ

の接近数8（平年は 11.4 個）は、この期間で最も

少なかった 2010 年が 7 個、最も多かった 2012
年が 17 個となった。沖縄・奄美への接近数（平

年は 7.6 個）は、2012 年は 12 個で 2004 年に次

いで 1951 年以降で 2 番目（1966 年と同じ）に多

かった。この影響で沖縄・奄美では、2012 年は夏

の降水量が 1946 年以降最も多い値となった。 
 

                                                   
8 「日本への接近」は台風の中心が国内のいずれかの気象

官署から 300km 以内に入った場合を指す。 

 
図1.1.20 2005～2013 年の地点別異常気象発生数の分布 

それぞれ（上左）異常高温、（上右）異常低温、（中左）異常多雨、（中右）異常少雨、（下左）異常多照、（下右）異

常寡照をあらわす。図中の記号が示す発生数をそれぞれの図の右に示した。 
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出典︓気象庁（2015）異常気象レポート2014

気温が⾼くなる
東京︓熱中症搬送者数が増加

⻑野︓雪が⾬にかわって雪が減る

異常⾼温の発⽣数（2005〜2013年） 異常多⾬の発⽣数（2005〜2013年）



松本

松本今井

奈川

上⾼地

松本市における気象観測（気象庁）

• ⾬

• 気温
• ⾬
• ⾵
• ⽇照

• 気温
• ⾬
• ⾵

• 気温
• ⾬
• ⾵
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• 雪etc



松本

松本今井

奈川

上⾼地

松本市における気温の特徴（平年値）

年平均気温
8.5℃

（1068m）
*年平均気温
11.5℃
（658m）

年平均気温
12.2℃
（610m）

参考
秋⽥︓12.1℃
札幌︓9.2℃
旭川︓7.2℃

平年値
1991年〜2020年
*2003年〜



松本

松本今井

奈川

上⾼地

松本市における降⽔量の特徴（平年値）

年降⽔量
1946.8mm
（1068m）

*年降⽔量
1102.2mm
（658m）

年降⽔量
1045.1mm
（610m）

参考
⾼知︓2666mm
⻑崎︓1894mm
⾼松︓1150mm

年降⽔量
2721.3mm
（1510m）

平年値
1991年〜2020年
*2003年〜



平均気温が上昇している（地球温暖化が進⾏）

100年あたり約2℃の上昇



市内の他の場所でも気温は上昇

統計期間︓1979年〜2023年
（松本今井は2003年〜）

松本（年平均気温）

奈川（年平均気温）

松本今井（年平均気温）

100年あたり約4℃の上昇

100年あたり約3℃の上昇

100年あたり約5℃の上昇



⽉別気温の上昇量

1979年〜2023年

上昇量の⼤きい⽉

• 2，3⽉
• 5⽉
• 7，8⽉
• 9，10⽉



気温の上昇によるさまざまな影響

サクラの開花の早まり

春の⾼温

果樹の凍霜害

夏の⾼温 秋の⾼温

農作物⾼温障害 カエデの紅葉の遅れ



猛暑⽇が増え，冬⽇が減る
1979年〜2023年

松本（猛暑⽇⽇数） 松本（冬⽇⽇数）

100年あたり約20⽇増加 100年あたり約53⽇減少

2024年

諏訪湖が凍らない

熱中症が増加



年降⽔量は変化なし 奈川（年降⽔量）

松本今井（年降⽔量）

上⾼地（年降⽔量）

1979年〜2023年



⽇最⼤降⽔量も変化なし︖
1979年〜2023年

＊無降⽔⽇は増加→⾬の降り⽅は極端になっている︖



降る雪の量は減少，⼤雪は起きやすい︖
1979年〜2023年

松本（年降雪深） 松本（最深積雪）



その他の気候変動影響

農業

出典︓松本市ゼロカーボン実⾏計画

l ⽩未熟粒の増加（コメ）
l ⽇焼け（スイカ）
l 抽だいの発⽣（レタス）
l 着⾊障害（巨峰） など

林業

l 松枯れ被害の増加
l ニホンジカによる苗⽊⾷害 など

⽔環境

l ⼟砂災害による河川濁度上昇 など

⽣態系

l ライチョウ⽣息数の減少
l ニホンジカの駆除頭数増加 など

観光

l 少雪→スキー営業短縮
l 氷像が融ける
l ⼊場待ち（松本城）で熱中症
l 松本城夜桜会の開催時期早まる

⽣活

l 学校教室の温度上昇
l 市庁舎の室内温度上昇

プラスの影響も

l ワイン⽤ぶどうの⽣
産など

l 暖房エネルギー減少



気候変動の将来予測（気温）

出典︓信州気候変動適応センターHPより



気候変動の将来予測（年最深積雪）

出典︓信州気候変動適応センターHPより



信州気候変動適応センター

このバナーをクリック︕︕

⻑野県の気候変動の事実と将来予測・影響
評価が掲載されたパンフレットをダウン
ロードできます︕



2つの気候変動対策︓緩和策と適応策

出典︓国⽴環境研究所 A-PLATより


